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先
代
旧
事
本
紀
の
序
に
よ
れ
ば
、
そ
の
成
立
は
古
事
記
・
日
本
書
紀
以
前

の
推
古
朝
で
あ
り
、
聖
徳
太
子
撰
の
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
成
立
事

情
は
そ
の
ま
ま
長
い
間
信
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
推
古
朝
以
後
の
記
事
が
見
ら

れ
る
こ
と１
、
そ
の
叙
述
の
大
部
分
が
古
事
記
・
日
本
書
紀
・
古
語
拾
遺
を
下

敷
き
に
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と２
な
ど
が
近
世
に
入
っ
て
か
ら
指
摘

さ
れ
、
以
後
旧
事
本
紀
の
成
立
は
平
安
朝
と
す
る
の
が
通
説
と
な
っ
た
。
当

然
な
が
ら
、
現
在
で
は
聖
徳
太
子
を
撰
者
と
す
る
旧
事
本
紀
序
の
説
は
受
け

入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
旧
事
本
紀
を
眺
め
て
目
に
つ
く
も
の
は
、
巻
三
（
天

神
本
紀
）
に
お
け
る
荘
重
な
饒
速
日
尊
の
降
臨
、
巻
五
（
天
孫
本
紀
）
所
載
の

長
大
な
物
部
系
譜
、
ま
た
神
武
以
降
の
代
で
歴
代
の
物
部
が
奉
仕
し
た
と
い

う
記
・
紀
に
は
見
ら
れ
な
い
独
自
記
事
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
偏
向
性
か
ら
、

同
書
は
物
部
氏
に
縁
の
あ
る
者
に
よ
り
作
ら
れ
た
書
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い

る
。

　

た
だ
、
確
か
に
旧
事
本
紀
と
い
う
書
は
物
部
氏
に
力
点
を
置
い
て
い
よ
う

が
、
必
ず
し
も
物
部
氏
自
体
が
記
述
の
中
心
に
置
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
物
部
麁
鹿
火
・
物
部
尾
輿
な
ど
の
著
名
な

人
物
の
功
業
に
旧
事
本
紀
が
言
及
し
て
い
な
い
点
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
両

者
の
名
は
そ
れ
ぞ
れ
継
体
・
欽
明
条
に
見
ら
れ
る
も
の
の
、
筑
紫
磐
井
の
反

乱
や
対
朝
鮮
半
島
政
策
に
お
け
る
活
躍
な
ど
、
物
部
氏
の
栄
光
を
記
す
こ
と

に
主
眼
が
あ
る
な
ら
ば
外
さ
な
い
で
あ
ろ
う
事
件
に
つ
い
て
、
旧
事
本
紀
は

沈
黙
を
守
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
代
々
の
物
部
氏
を
伝
え
る
天
孫
本
紀
所
載
の
長
大
な
饒
速
日
尊
系

譜
は
、
そ
の
十
七
世
孫
に
至
る
記
述
の
う
ち
に
、
例
外
的
に
い
く
つ
か
の
説

話
的
記
事
を
載
せ
て
い
る
。
神
武
の
代
に
お
け
る
石
上
大
神
の
鎮
座
次
第
と

宇
摩
志
麻
治
命
の
申
食
国
政
大
夫
拝
命
記
事
（
旧
事
本
紀
独
自
）、
饒
速
日
尊

六
世
孫
、
伊
香
色
雄
命
の
代
に
お
け
る
石
上
神
宮
創
建
記
事
（
同
上
）、
そ

し
て
同
七
世
孫
、
十
市
根
命
に
よ
る
出
雲
神
宝
掌
握
と
そ
の
委
任
経
緯
の
説

話
（
崇
神
紀
を
踏
襲
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
石
上
神
宮
に
焦
点
を
あ
て
て
、
石

上
大
神
の
鎮
座
・
神
宮
の
創
建
と
、
そ
こ
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
神
宝
に
つ
い

て
記
し
た
記
事
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
所
々
に
「
奉p

斎w

大
神q

」
と

あ
る
よ
う
に
、
歴
代
の
物
部
氏
が
布
都
大
神
を
奉
斎
し
た
と
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
表
記
は
石
上
神
宮
創
建
以
後
、「
奉p

斎w

神
宮q

」
へ
と
変
化
す
る
。

　

先
代
旧
事
本
紀
の
人
代
巻

松　

本　

弘　

毅
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以
上
の
点
か
ら
、
宇
摩
志
麻
治
命
以
下
の
系
譜
は
「
奉
斎
神
宮
者
を
基
準

に
整
理
さ
れ
た
系
譜３
」
で
あ
り
、
石
上
神
宮
に
強
く
関
心
を
寄
せ
て
い
る
と

推
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
天
孫
本
紀
の
記
述
の
主
眼
が
石
上
神
宮
に
あ
る

の
な
ら
ば
、
旧
事
本
紀
は
石
上
神
宮
の
称
揚
を
編
纂
目
的
の
一
つ
と
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
旧
事
本
紀
の
編
纂
者
を
石
上
神
宮
関
係
者
に
ま
で
限

定
し
、
そ
の
目
的
を
石
上
神
宮
の
顕
彰
に
あ
る
と
す
る
、
本
位
田
菊
士４
の
説

に
注
目
す
る
所
以
で
あ
る
。
継
体
朝
以
後
の
物
部
氏
の
活
躍
が
記
さ
れ
て
い

な
い
点
に
も
、
物
部
氏
自
体
を
中
核
に
は
置
か
な
い
旧
事
本
紀
の
意
識
が
表

れ
て
い
よ
う５
。

　

そ
れ
で
は
、
一
方
で
天
孫
本
紀
所
載
の
系
譜
に
お
い
て
歴
代
の
物
部
氏
が

朝
廷
の
重
臣
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ど
う
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
今
注
目

し
た
い
の
は
、
当
該
系
譜
の
大
神
奉
斎
者
は
、
必
ず
高
い
地
位
に
あ
っ
た
と

さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
三
世
孫
条
で
は
、
出
雲
醜
大
臣
命
が
「
軽

地
曲
峡
宮
御
宇
天
皇
御
世
、
元
為
4

4i

申w

食
国
政

4

4

4q

大
夫
4

4h
次
為
4

4w

大
臣
4

4q

奉

p

斎w

大
神z

」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

代
々
の
物
部
が
格
別
に
高
い
地
位
に
い
た
と
い
う
記
述
は
記
・
紀
に
は
見

ら
れ
ず
、
こ
れ
ら
は
旧
事
本
紀
独
自
の
価
値
判
断
に
よ
る
記
事
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
そ
し
て
旧
事
本
紀
が
こ
う
し
た
独
自
記
事
を
載
せ
て
い
る
の
は
、

石
上
神
宮
の
社
格
が
、
中
央
で
代
々
重
き
を
な
し
た
一
族
に
奉
斎
さ
れ
る
ほ

ど
で
あ
っ
た
と
い
う
主
張
の
た
め
と
考
え
る
。
物
部
氏
は
旧
事
本
紀
に
お
い

て
名
族
と
さ
れ
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
石
上
神
宮
の
称
揚
へ

と
回
収
さ
れ
る
性
格
の
も
の
で
は
な
い
か
。

　

以
上
、
旧
事
本
紀
の
独
自
記
事
か
ら
そ
の
基
本
的
性
格
を
確
認
し
た
。
こ

れ
を
踏
ま
え
て
本
稿
で
は
同
書
の
神
武
天
皇
即
位
以
後
の
条
、
す
な
わ
ち
巻

七
か
ら
巻
九
に
つ
い
て
考
え
る
（
以
下
、
こ
れ
ら
の
巻
を
「
人
代
巻
」
と
呼
ぶ
）。

後
述
の
よ
う
に
、
人
代
巻
は
基
本
的
に
書
紀
か
ら
の
引
用
で
作
文
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
記
事
内
容
に
も
偏
り
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
人
代
巻
の
特
徴
と
捉
え
、

右
の
旧
事
本
紀
の
主
題
と
の
関
連
を
考
え
て
み
た
い
。

　

旧
事
本
紀
は
そ
の
神
話
部
分
が
日
本
書
紀
の
受
容
の
問
題
と
し
て
論
じ
ら

れ
た
り６
、
ま
た
巻
五
の
独
自
系
譜
部
分
に
も
尾
張
氏
と
の
関
連
が
説
か
れ
る７

な
ど
、
複
雑
な
性
格
を
持
ち
、
問
題
が
多
岐
に
亘
る
の
は
周
知
の
通
り
で
あ

る
。
当
然
人
代
巻
も
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
こ
と
は
想
定
さ
れ
る
し
、
他
テ

キ
ス
ト
の
つ
ぎ
は
ぎ
か
ら
成
る
神
話
部
分
な
ど
他
箇
所
と
の
関
連
も
考
慮
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
今
回
の
論
の
み
で
人
代
巻
の
諸
相
に
つ
い

て
論
じ
き
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
十
全
な
視
点
で
は
な
い
と
自
覚

し
つ
つ
も
、
本
論
で
は
旧
事
本
紀
の
人
代
巻
と
独
自
記
事
と
の
主
題
的
関
連

を
主
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
、
諸
々
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
他
日
を

期
す
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　

＊

　

旧
事
本
紀
の
人
代
巻
の
う
ち
、
神
武
条
以
外
の
大
部
分
が
書
紀
か
ら
引
用

さ
れ
た
文
で
成
っ
て
い
る
が８
、
そ
こ
に
は
明
確
な
偏
向
性
が
認
め
ら
れ
る９
。

今
、
そ
の
要
素
を
私
に
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

血
統
／
特
徴
／
先
帝
時
の
立
太
子
／
先
帝
崩
／
即
位
経
緯
／
即
位
／
宮

都
／
后
妃
／
皇
子
女
／
次
代
の
立
太
子
／
崩
／
陵
／
享
年

　

坂
本
太
郎
は
、「
旧
事
本
紀
は
書
紀
か
ら
天
皇
の
系
譜
に
関
す
る
こ
と
、

即
ち
帝
紀
的
な
部
分
ば
か
り
を
抄
記
し
たＡ
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
今
挙
げ
た

各
項
目
の
う
ち
、
特
に
血
統
・
特
徴
・
即
位
・
后
妃
・
次
代
の
立
太
子
・
崩
・
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陵
の
各
項
目
に
つ
い
て
は
確
か
に
書
紀
の
記
述
を
漏
れ
な
く
引
き
写
し
て
お

り
、
先
帝
時
の
立
太
子
・
先
帝
崩
・
皇
子
女
・
享
年
の
要
素
に
つ
い
て
も
ほ

ぼ
書
紀
か
ら
書
き
抜
か
れ
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
状
態
で
あ
るＢ
。
つ
ま
り
、

旧
事
本
紀
人
代
巻
の
基
本
的
な
構
成
要
素
は
、
書
紀
か
ら
の
「
帝
紀
」
的
記

事
で
あ
る
と
い
え
よ
う
（
以
下
「〈
帝
紀
〉
的
記
事
」
と
呼
ぶＣ
）。
今
注
意
し
た

い
の
は
、
旧
事
本
紀
に
お
い
て
、〈
帝
紀
〉
的
記
事
は
採
用
さ
れ
る
率
が
高

い
だ
け
で
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
書
紀
の
記
述
を
越
え
て
明
記
さ
れ
る
傾

向
に
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

例
え
ば
宮
都
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
宮
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
書
紀
か
ら
抜

き
書
き
さ
れ
て
い
る
がＤ
、
書
紀
で
即
位
直
後
に
宮
が
記
さ
れ
て
い
な
い
場

合
、
旧
事
本
紀
が
特
に
補
っ
て
い
る
例
も
あ
る
。

元
年
歳
次
辛
未
春
正
月
甲
申
朔
戊
子
、
皇
太
子
尊
即w

天
皇
位z

〈
略
〉

都w

志
賀
高
穴
穂
宮z

　

成
務
条
を
掲
げ
た
が
、
成
務
紀
に
は
傍
線
部
の
記
述
は
な
く
、
旧
事
本
紀

が
補
っ
て
い
る
例
で
あ
るＥ
。
ま
た
、
顕
宗
条
に
は
、

召w

公
卿
百
僚
於
近
飛
鳥
八
釣
宮a

即w

天
皇
位z

百
官
陪
位
者
、
皆

忻
々
焉
。
都w

於
甕
栗
宮z

と
あ
る
が
、
甕
栗
宮
は
書
紀
で
は
分
注
で
他
の
宮
と
併
記
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
あ
り
、
旧
事
本
紀
が
特
に
そ
れ
を
抜
き
書
き
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ

う
し
た
旧
事
本
紀
の
姿
勢
は
、
宮
に
関
す
る
記
事
を
整
え
よ
う
と
す
る
態
度

と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

ま
た
、
血
統
に
関
し
て
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
基
本
的
に
書
紀
の
記
述

を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
書
紀
の
他
箇
所
の
記
述

を
繰
り
返
す
こ
と
で
明
確
化
さ
れ
る
場
合
が
時
と
し
て
見
受
け
ら
れ
る
。
例

え
ば
仲
哀
条
に
は
、

大
足
彦
天
皇
第
二
皇
子
、
童
名
小
碓
命
、
日
本
武
尊
第
二
王
子
。
足
仲

彦
王
尊
諱
名
也
。

と
あ
る
が
、
こ
の
傍
線
部
は
書
紀
の
該
当
箇
所
に
は
存
在
せ
ず
、
前
後
を
見

渡
す
こ
と
で
得
ら
れ
る
情
報
で
あ
るＦ
。
ま
た
欽
明
条
に
は
次
の
よ
う
に
あ

る
。

母
曰w

皇
后
手
白
香
皇
女z

清
寧
天
皇
皇
女
也
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
手
白
香
皇
女
は
清
寧
で
は
な
く
仁
賢
の
女
で
あ
る
。
実

際
、
仁
賢
天
皇
条
に
は
、「
手
白
香
皇
女
。〔
継
体
天
皇
皇
后
矣
。〕」
と
あ
る
。

シ
ラ
カ
と
い
う
音
か
ら
清
寧
と
混
同
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
う
し
た
間

違
い
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
欽
明
母
の
出
自
を
明
確
に
し
よ
う
と
す
る
意

図
は
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
顕
宗
の
母
の
記
事
は
、

雄
計
王
母
曰w

荑
媛a

蟻
臣
女
也
。
其
蟻
臣
者
葦
田
宿
禰
子
也
。

と
あ
る
が
、
傍
線
部
は
書
紀
の
分
注
で
引
用
さ
れ
る
「
譜
第
」
の
末
尾
に
見

ら
れ
る
情
報
で
あ
る
。
そ
れ
が
本
文
化
さ
れ
て
当
該
の
記
述
と
な
っ
て
い
る

の
で
あ
るＧ
。

　

そ
し
て
最
も
極
端
な
も
の
と
し
て
、
次
の
神
功
皇
后
の
例
を
見
て
み
た

い
。
神
功
即
位
前
紀
に
は
、

気
長
足
姫
尊
、
稚
日
本
根
子
彦
大
日
々
天
皇
之
曾
孫
、
気
長
宿
禰
王
之

女
也
。
…
…
〈
Ａ
〉

と
あ
る
が
、
こ
の
記
述
か
ら
は
開
化
よ
り
神
功
へ
至
る
系
譜
を
全
て
辿
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
開
化
│
神
功
間
の
系
譜
が
開
化
記
に
詳
し

く
記
さ
れ
て
い
る
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
を
簡
略
化
し
て
掲
げ
る

と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
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開
化
│
日
子
坐
王
│
山
代
之
大
筒
木
真
若
王
│
迦
邇
米
雷
王
│
息
長
宿

禰
王
│
息
長
帯
比
売
命

　

旧
事
本
紀
で
は
、
仲
哀
条
に
神
功
の
出
自
系
譜
が
見
ら
れ
る
。
当
該
箇
所

は
、
現
存
最
善
本
で
あ
る
兼
永
本
で
さ
え
も
大
き
く
本
文
が
乱
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
が
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
復
元
で
き
る
。

開
化
天
皇
、
児
彦
坐
皇
子
命
、
児
山
代
大
筒
城
真
若
王
、
児
迦
爾
米
雷

王
、
児
息
長
宿
禰
女
、
五
世
気
長
足
姫
命
是
。

　

多
少
の
字
の
相
違
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
古
事
記
の
記
述
を
基
に
し

て
い
る
と
判
断
さ
れＨ
、
人
代
巻
に
お
け
る
数
少
な
い
古
事
記
に
依
拠
し
た
箇

所
で
あ
る
と
い
え
よ
うＩ
。
そ
し
て
神
功
条
で
は
書
紀
と
同
じ
記
事
〈
Ａ
〉
が

繰
り
返
さ
れ
、
さ
ら
に
応
神
条
で
も
「
母
気
長
足
姫
尊
。
則
開
化
天
皇
五
世

孫
也
。」
と
、
書
紀
に
は
な
い
傍
線
部
の
補
足
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
書
紀
と
の
対
比
に
よ
り
、
旧
事
本
紀
は
天
皇
・
皇
后
な
ど
の

出
自
を
明
確
に
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

　

旧
事
本
紀
は
基
本
的
に
書
紀
か
ら
〈
帝
紀
〉
的
記
事
を
書
き
写
し
て
い
る

が
、
そ
の
採
用
率
が
高
い
だ
け
で
な
く
、
書
紀
の
欠
を
補
う
か
の
よ
う
に
、

よ
り
丁
寧
に
記
述
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

ま
た
、
旧
事
本
紀
に
は
〈
帝
紀
〉
的
記
事
以
外
に
も
王
権
発
展
史
的
説
話

と
も
い
う
べ
き
記
事
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
次
に
こ
れ
ら
を
検
討
す
る
。

　

記
・
紀
で
は
、
崇
神
の
代
に
大
物
主
神
を
中
心
と
す
る
神
々
の
祭
祀
が
な

さ
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
を
基
点
と
し
た
国
家
の
初
期
的
達
成
を
記
す
こ
と
こ

そ
が
、
崇
神
朝
の
主
題
と
い
え
る
。
し
か
し
旧
事
本
紀
の
崇
神
条
に
は
、

六
十
年
春
二
月
、
詔w

群
臣q

曰
、
武
日
照
命
従p

天
将
来
神
宝
、
蔵w

于

出
雲
大
神
宮z

是
欲p

見
焉
。
則
遣w

矢
田
部
造
遠
祖
武
諸
隅
命a

使w

分
明
撿
定
献
奏q

焉
。

と
わ
ず
か
に
出
雲
の
神
宝
分
明
の
説
話
が
載
る
ば
か
り
で
あ
り
、
神
々
の
祭

祀
は
お
ろ
か
、
大
物
主
神
の
祭
祀
記
事
す
ら
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
微
量
な

出
雲
の
神
宝
の
説
話
で
さ
え
も
、
物
部
氏
の
同
族
で
あ
る
矢
田
部
氏
の
祖
が

活
躍
す
る
た
め
に
採
択
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れＪ
、
国
家
の
発
展
の
一
コ
マ
を

記
す
意
図
を
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

国
家
の
発
展
史
と
い
う
観
点
か
ら
い
え
ば
、
景
行
朝
の
東
西
征
討
と
そ
れ

に
連
動
す
る
成
務
朝
の
区
画
整
備
、
そ
し
て
仲
哀
・
神
功
代
の
三
韓
征
討
も

重
要
な
事
件
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
ま
ず
成
務
朝
に
関
し
て
は
、

武
内
宿
禰
の
大
臣
任
命
記
事
と
日
本
武
尊
の
後
裔
記
事
以
外
に
は
、〈
帝
紀
〉

的
要
素
を
記
す
だ
け
で
あ
り
、
区
画
整
備
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い

な
い
。

　

便
宜
上
、
次
に
三
韓
征
討
を
検
討
す
る
。
神
功
条
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

九
年
春
二
月
、
足
仲
彦
天
皇
崩w

於
筑
紫
橿
氷
宮z

皇
后
傷i

天
皇
不

p

従w

神
教q

早
崩
之
事h

以e

為
知w

其
神
名a

則
令w

群
臣
百
僚a

以
解

p

罪
改p

過
、
更
造w

斎
殿q

乃
託
。
皇
后
祈w

請
先
託
神
名q

等
事
、
具
在w

別
記z

十
月
己
亥
朔
辛
丑
、
神
祇
荒
魂
奉p

斎w

別
船a

亦
以w

和
魂q

斎w

皇
后

船a

帥w

領
船
軍a

従w

和
珥
津a

解p

纜
進
発
、
幸w

新
羅
国z

状
具

在w

征
服
三
韓
記z

　

両
条
の
傍
線
部
は
神
功
摂
政
前
紀
の
記
述
を
摘
要
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
末
尾
に
「
具
在w

別
記q

」「
状
具
在w

征
服
三
韓
記q

」
と
あ
る
が
、

こ
れ
は
外
部
の
書
物
（
実
際
に
は
存
在
し
な
い
可
能
性
が
大
で
あ
ろ
う
）
に
そ
の
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具
体
的
な
描
写
を
任
せ
る
態
度
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
も
し
当
該
箇
所

が
三
韓
征
討
自
体
を
描
写
の
目
的
と
し
て
い
る
の
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
尻
つ

ぼ
み
な
書
き
方
は
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
旧
事
本
紀
は
、
三
韓
征

討
自
体
に
は
最
低
限
の
筆
し
か
割
こ
う
と
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

ま
た
旧
事
本
紀
で
は
、
仲
哀
天
皇
の
死
に
至
る
経
緯
が
記
・
紀
と
異
な
っ

て
い
る
。
旧
事
本
紀
の
仲
哀
条
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

八
年
春
正
月
、
天
皇
幸w
筑
紫z

討w

熊
襲q

之
議
矣
。
時
或
神
託w

皇
后q

誨
曰
、
天
皇
何
憂w
熊
襲
之
不o

服
。
此
国
膂
宍
之
空
国
也
。
西
有w

宝

国a

謂w

新
羅
国q

也
。
若
能
祭p
我
者
、
必
令w

自
服a

云
々
。
而
天
皇

西
称p

無p

国
、
不p

信w

神
教
誨a
猶
親
撃w

熊
襲a

中w

賊
矢q

也
。

九
年
春
二
月
癸
卯
朔
丁
未
、
武
内
大
臣
勤w
進
天
皇
親
后
自
弾o

琴
。
託w

問
皇
后q

不p

肯w

託
誨z

于p

時
託
云
、
皇
后
姙
胎
皇
子
可p

得w

宝
国a

云
々
。
武
内
大
臣
慇
進w

天
皇q

祗
令p

弾p

琴
、
祈w
請
神
名z

于p

時
日

暮
将p

燈
、
琴
音
絶p

声
。
乃
挙p

火
見p

之
、
天
皇
忽
有w

痛
身z

而
明

日
崩
。
于p

時
年
五
十
二
。
即
知
、
不p

信w

神
教q

而
中w
賊
矢q

早
崩
之

矣
。

　

仲
哀
紀
を
見
る
と
、
神
の
託
宣
を
信
じ
な
い
仲
哀
に
、
そ
の
子
が
三
韓
を

得
る
だ
ろ
う
と
の
神
託
が
告
げ
ら
れ
た
後
、
以
下
の
文
が
続
く
。

〈
八
年
九
月
〉
然
天
皇
猶
不p

信
、
以
強
撃w

態
襲z

不w

得
勝q

而
還
之
。

九
年
春
二
月
癸
卯
朔
丁
未
、
天
皇
忽
有w

痛
身a

而
明
日
崩
。
時
年
五

十
二
。
即
知
、
不p

用w

神
言q

而
早
崩
。〔
一
云
、
天
皇
親
伐w

熊
襲a

中w

賊
矢q

而
崩
也
。〕

　

一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
書
紀
本
文
の
仲
哀
の
死
因
は
熊
襲
の
強
襲
と

関
わ
り
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
分
注
の
異
伝
で
は
熊
襲
の
「
賊
」
に
よ
る
矢

が
元
で
亡
く
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
重
要
な
の
は
、
こ
れ
ら
の
書
紀
の
所
伝

を
混
ぜ
合
わ
せ
る
と
、
先
に
掲
げ
た
旧
事
本
紀
の
展
開
が
で
き
あ
が
る
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
旧
事
本
紀
仲
哀
九
年
二
月
の
、
武
内
大
臣
が
天
皇
に
琴
を
弾
く
よ

う
に
勧
め
、
し
ば
ら
く
し
て
琴
の
音
が
途
絶
え
た
た
め
火
を
挙
げ
て
見
て
み

る
と
天
皇
の
容
態
が
急
変
し
て
い
た
と
い
う
展
開
（
波
線
部
）
は
、
書
紀
の

本
文
・
異
伝
共
に
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
要
素
は
、
仲
哀
記
の
、

於p

是
建
内
宿
禰
大
臣
白
、
恐
我
天
皇
、
猶
阿w

蘇
婆
勢
其
大
御
琴z

爾

稍
取w

依
其
御
琴q

而
、
那
摩
那
摩
邇
控
坐
。
故
、
未w

幾
久q

而
、
不p

聞w

御
琴
之
音z

即
挙p

火
見
者
、
既
崩
訖
。

と
い
う
描
写
を
も
混
ぜ
合
わ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
仲
哀
と
い
う

天
皇
の
死
に
関
し
て
は
、
記
・
紀
の
本
文
・
異
伝
を
織
り
交
ぜ
る
神
代
的
手

法
が
再
び
と
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
じ
旧
事
本
紀
の
仲
哀
条
で
、
そ
の

皇
后
・
気
長
足
姫
の
出
自
の
記
述
に
古
事
記
を
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

（
前
述
）
も
参
考
と
な
ろ
う
。

　

旧
事
本
紀
の
仲
哀
・
神
功
条
は
、
一
見
三
韓
征
討
に
関
し
て
多
く
の
筆
を

割
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
仔
細
に
見
れ
ば
、
三
韓
征
討
を
勧
め

る
神
の
託
宣
は
「
云
々
」
と
省
略
さ
れ
（
前
掲
仲
哀
八
年
正
月
・
九
年
春
二
月
条

の
傍
線
部
）、
ま
た
皇
后
が
出
兵
す
る
場
面
も
別
の
書
に
そ
の
具
体
的
な
内
容

は
任
さ
れ
て
お
り
、
三
韓
征
討
記
事
自
体
へ
の
関
心
の
希
薄
さ
は
歴
然
と
し

て
い
る
。
む
し
ろ
当
該
条
の
眼
目
は
、
神
話
部
分
的
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い

る
仲
哀
の
死
に
こ
そ
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
神
功
条
で
最
低
限
で
も
三
韓
征

討
の
様
子
が
描
か
れ
る
の
は
、
続
く
応
神
の
誕
生
と
忍
熊
・
麛
坂
王
の
乱
へ

の
展
開
上
必
要
な
た
め
で
あ
ろ
う
。
旧
事
本
紀
に
記
さ
れ
る
海
外
帰
服
記
事
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は
、〈
帝
紀
〉
的
記
事
と
し
て
の
性
格
を
認
め
ら
れ
て
抜
粋
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
神
功
以
降
の
条
で
は
、
海
外
の
情
勢
に
つ
い
て
全
く
触
れ
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
も
裏
づ
け
と
な
ろ
う
。

　

旧
事
本
紀
の
三
韓
征
討
伝
承
が
、〈
帝
紀
〉
的
記
事
を
中
心
に
再
構
成
さ

れ
て
い
る
の
を
確
認
し
た
上
で
、
翻
っ
て
景
行
朝
の
東
西
征
討
を
検
討
す

る
。
西
征
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
の
が
全
て
で
あ
る
。

十
二
年
秋
七
月
、
熊
襲
反
之
不p

朝
。
八
月
、
幸w

筑
紫z

巡w

伐
諸
国

不p

従p

命
者z

十
三
年
、
於w

日
向
国q

有w
佳
人z

曰w

御
刀
媛z

即
為p

妃
。
生w

豊
国

別
皇
子z

廿
年
春
二
月
辛
巳
朔
甲
申
、
遣w
五
百
野
皇
女a

令p

祭w

天
照
大
神z

冬
十
月
、
遣w

日
本
武
尊a

令p

撃w

熊
襲z
時
年
十
六
歳
。

　

ま
た
書
紀
と
は
違
っ
て
、
日
本
武
尊
に
よ
る
東
征
は
、
五
十
一
年
の
途
中

に
、

日
本
武
尊
平w

東
夷a

還
参
未p

参
、
薨w

於
尾
張
国q
矣
。
…
…
〈
Ｂ
〉

と
非
常
に
簡
略
化
さ
れ
た
記
述
の
み
が
見
え
る
。
以
上
に
よ
れ
ば
一
応
景
行

朝
に
お
け
る
西
征
・
東
征
に
関
す
る
記
事
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、
以
下
、
詳
し
く
検
討
し
て
み
た
い
。

　

景
行
は
記
・
紀
を
見
て
も
八
十
人
の
子
が
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

そ
の
子
の
多
く
が
分
封
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
景
行
と
そ
の
次
世
代
に

全
国
支
配
の
基
盤
が
確
立
さ
れ
た
と
す
る
歴
史
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か

が
わ
せ
る
。
旧
事
本
紀
で
も
景
行
の
皇
子
た
ち
が
多
く
各
地
の
氏
族
の
祖
に

な
っ
た
と
い
う
が
、
そ
れ
は
記
・
紀
の
こ
う
し
た
認
識
を
受
け
継
い
だ
た
め

で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
前
掲
の
西
征
記
事
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
実
際
の
討

伐
自
体
は
「
巡w

伐
諸
国
不p

従p

命
者q

」
と
抽
象
的
な
描
写
し
か
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
つ
ま
り
西
征
に
つ
い
て
は
、
豊
国
別
皇
子
と
い
う
景

行
の
子
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
るＫ
と
と
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ

う
。
廿
年
春
二
月
条
も
天
照
大
神
の
祭
祀
に
主
眼
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、

景
行
の
皇
女
に
ま
つ
わ
る
記
事
と
し
て
抜
粋
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
旧
事

本
紀
の
景
行
条
は
、
そ
の
多
く
の
皇
子
た
ち
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
意
識
は
、
景
行
条
の
物
部
記
事
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き

る
。
旧
事
本
紀
の
人
代
巻
に
は
、
物
部
が
大
臣
や
大
連
と
し
て
歴
代
天
皇
に

仕
え
た
と
す
る
記
事
が
所
々
に
挟
ま
れ
て
い
る
が
、
景
行
条
で
は
物
部
を
大

臣
に
任
命
す
る
記
事
を
置
か
ず
に
、

卌
六
年
八
月
、
大
臣
物
部
膽
咋
宿
禰
女
五
十
琴
姫
命
為p

妃
。
生w

五
十

功
彦
命z

と
、
物
部
の
女
が
妃
と
な
っ
て
皇
子
を
生
む
と
い
う
稀
な
独
自
記
事
を
載
せ

て
い
る
。
景
行
条
に
関
し
て
は
、
物
部
の
血
筋
を
引
く
皇
子
を
多
く
の
皇
子

た
ち
の
中
に
紛
れ
込
ま
せ
る
こ
と
に
、
大
臣
拝
命
よ
り
も
強
い
意
識
が
注
が

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

東
征
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
後
の
皇
統
譜
に
大
き
く
関
わ
る
日
本
武
尊
の

死
の
原
因
と
し
て
、
必
要
最
小
限
の
み
記
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
日

本
武
尊
の
死
を
伝
え
る
〈
Ｂ
〉
の
記
事
の
直
後
に
、
そ
の
後
裔
系
譜
を
掲
げ

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
記
・
紀
は
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
臨

終
の
地
を
伊
勢
国
と
し
て
い
る
が
、
旧
事
本
紀
は
尾
張
国
と
し
て
い
る
。
も

し
も
こ
の
独
自
記
事
に
何
か
意
図
が
あ
る
の
な
ら
ば
、
日
本
武
尊
の
死
地
が

尾
張
国
で
あ
る
こ
と
を
必
然
と
す
る
記
述
を
伴
う
と
予
測
さ
れ
る
が
、
以
後
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こ
れ
に
触
れ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
つ
ま
り
、
旧
事
本
紀
の
意
識
は
日
本
武
尊

の
死
と
そ
の
後
裔
系
譜
を
記
す
こ
と
自
体
に
あ
っ
て
、
死
地
へ
の
配
慮
は
疎

か
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
特
に
意
味
も
な
く
記
・
紀
と
は
異
な
る
地

名
を
掲
げ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
は
な
い
かＬ
。
旧
事
本
紀
に
お
い
て
、

景
行
朝
の
東
西
征
討
は
天
皇
の
皇
子
た
ち
の
行
方
が
主
た
る
関
心
の
的
と

な
っ
て
お
り
、
平
定
自
体
に
意
識
は
注
が
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
旧
事
本
紀
に
お
け
る
国
家
の
発
展
史
的
説
話
を
検
討
し
て
き
た

が
、
そ
れ
ら
は
国
家
の
伸
張
で
は
な
く
天
皇
の
系
譜
を
記
す
と
い
う
点
を
判

断
基
準
と
し
て
載
録
さ
れ
て
い
た
。
坂
本
は
、
旧
事
本
紀
が
書
紀
か
ら
「
帝

紀
的
な
部
分
ば
か
り
を
抄
記
し
」
た
と
い
う
前
掲
の
指
摘
の
後
、「
そ
の
他

の
国
家
的
な
記
事
、
旧
辞
風
の
記
事
は
わ
ざ
と
省
略
し
た
と
い
う
こ
と
が
で

き
るＭ
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
本
論
の
検
討
に
沿
っ
て
捉
え
直
せ
ば
、

旧
事
本
紀
の
人
代
巻
に
は
書
紀
か
ら
書
き
抜
か
れ
た
説
話
的
記
事
も
存
在
す

る
が
、
そ
れ
ら
は
旧
事
本
紀
か
ら
〈
帝
紀
〉
的
記
事
と
し
て
の
性
格
を
認
め

ら
れ
た
記
事
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
傾
向
か
ら
す
れ
ば
、
所
謂
反
乱
説
話
が
書
紀
か
ら
抜
粋
さ
れ
て

い
る
の
は
自
然
と
肯
わ
れ
よ
う
。
古
事
記
の
反
乱
説
話
を
矢
嶋
泉Ｎ
が
「
邦
家

之
経
緯
、
王
化
之
鴻
基
」（
古
事
記
序
）
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る

よ
う
に
、
皇
族
に
よ
る
反
乱
が
王
位
の
継
承
に
関
わ
る
場
合
、
そ
の
鎮
圧
・

制
圧
の
過
程
は
次
代
天
皇
の
即
位
次
第
に
代
わ
る
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な

る
。
実
際
旧
事
本
紀
に
お
い
て
、
手
研
耳
命
・
大
山
守
命
・
木
梨
軽
皇
子
・

眉
輪
王
・
星
川
皇
子
の
反
乱
説
話
は
概
ね
書
紀
か
ら
引
き
写
さ
れ
て
い
る
し

（
若
干
の
本
文
の
省
略
や
他
箇
所
と
同
じ
よ
う
な
歌
謡
の
省
略
は
見
ら
れ
る
）、
ま
た

麛
坂
王
・
忍
熊
王
の
乱
は
大
き
く
省
略
さ
れ
な
が
ら
も
神
功
皇
后
条
に
記
さ

れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
皇
位
継
承
に
関
わ
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
反
乱
説
話
は
旧
事
本
紀

に
載
録
さ
れ
て
い
な
い
。
崇
神
朝
の
武
埴
安
彦
の
乱
、
そ
し
て
仁
徳
朝
の
隼

別
皇
子
・
雌
鳥
王
の
乱
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
垂
仁
朝
の
狭
穂
彦
の
乱
は
、

四
年
秋
九
月
丙
戌
朔
戊
申
、
皇
后
母
兄
狭
穂
彦
王
謀
反
、
欲p

危w

社

稷z

其
記
在p

別
。

と
、
乱
の
詳
細
は
省
略
さ
れ
て
い
る
（
傍
線
部
）
が
、
こ
れ
は
后
の
交
代
と

い
う
〈
帝
紀
〉
的
意
味
で
最
低
限
の
み
書
き
抜
か
れ
た
と
判
断
さ
れ
るＯ
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
書
紀
で
は
履
中
即
位
前
条
に
配
さ
れ
る
住
吉

仲
皇
子
の
反
乱
が
、
皇
族
の
反
乱
説
話
の
中
で
唯
一
採
択
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
注
意
さ
れ
る
。
書
紀
が
こ
れ
を
履
中
即
位
前
条
に
記
す
の
は
同
天
皇
の

即
位
経
緯
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
た
め
で
あ
り
、
そ
う
し
た
位
置
に
あ
る

住
吉
仲
皇
子
の
反
乱
が
旧
事
本
紀
に
載
録
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
右
に
見
て

き
た
傾
向
か
ら
し
て
も
不
審
で
あ
る
。

　

こ
の
不
採
用
に
理
由
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
去
来
穂
別
尊
の
避
難
先
と

し
て
石
上
神
宮
が
登
場
す
る
点
に
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。
襲
撃
か
ら
の
避

難
先
と
し
て
の
登
場
に
、
反
乱
に
巻
き
込
ま
れ
て
神
域
が
侵
犯
さ
れ
た
と
感

じ
た
旧
事
本
紀
編
者
が
、
こ
れ
を
不
本
意
と
判
断
し
て
住
吉
仲
皇
子
の
反
乱

そ
の
も
の
の
載
録
を
見
送
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
旧
事
本
紀
は
石
上
神
宮
を
顕
彰
す
る
意
図
を
持

つ
書
と
見
ら
れ
る
。
物
部
4

4

大
前
宿
禰
も
活
躍
す
る
住
吉
仲
皇
子
の
乱
が
同
書

に
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
そ
う
し
た
石
上
神
宮
に
視
点
を
置
く
意
図

の
結
果
で
あ
る
と
考
え
るＰ
。〈
帝
紀
〉
的
記
事
を
中
心
に
書
紀
か
ら
抜
粋
を
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す
る
と
い
う
方
針
を
持
つ
人
代
巻
の
中
で
も
、
石
上
神
宮
へ
の
配
慮
が
優
先

さ
れ
た
箇
所
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　

＊

　

旧
事
本
紀
は
基
本
的
な
視
点
を
石
上
神
宮
に
置
い
て
い
る
が
、
一
方
で
人

代
巻
に
お
い
て
〈
帝
紀
〉
的
な
記
事
を
書
き
連
ね
て
い
る
。
こ
の
二
点
は
ど

の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
今
、
旧
事
本
紀
が
偽
書
で
あ
る
こ
と

に
注
目
し
て
み
た
い
。

　

旧
事
本
紀
が
推
古
朝
成
立
の
書
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
最
初
に
述
べ

た
。
し
か
し
旧
事
本
紀
自
体
は
、
序
も
本
文
も
あ
く
ま
で
推
古
朝
に
成
っ
た

と
主
張
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
次
に
掲
げ
る
旧
事
本
紀
の
推
古
二
十
八
年

春
二
月
条
は
旧
事
本
紀
撰
録
に
つ
い
て
の
記
事
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
推
古
紀

を
改
作
し
た
も
の
で
あ
る
。

上
宮
厩
戸
豊
聡
耳
皇
太
子
命
、
大
臣
蘇
我
馬
子
宿
禰
、
奉p

勅
撰w

録
先

代
旧
事
天
皇
紀
及
国
記
、
臣
連
伴
造
国
造
百
八
十
部
公
民
等
本
紀q

也
。

　

旧
事
本
紀
の
人
代
巻
が
、
続
く
太
子
の
死
で
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
と
合
わ

せ
、
正
に
序
文
に
い
う
よ
う
な
、
聖
徳
太
子
撰
の
歴
史
書
で
あ
る
と
の
主
張

が
う
か
が
え
よ
うＱ
。
す
な
わ
ち
、
推
古
朝
に
な
っ
た
と
い
う
点
は
虚
偽
で
あ

り
、
ま
た
多
く
の
矛
盾
を
抱
え
込
ん
で
は
い
る
も
の
の
、
旧
事
本
紀
は
聖
徳

太
子
の
手
に
な
る
本
邦
初
の
歴
史
書
と
す
る
立
場
を
貫
こ
う
と
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
う
し
た
「
最
古
の
正
史
」
を
作
成
す
る
際
、
旧
事
本
紀
編
纂
の

時
代
に
存
在
し
て
い
た
正
史
の
内
容
・
体
裁
は
自
然
と
念
頭
に
置
か
れ
た
と

思
わ
れ
、
そ
れ
故
に
人
代
の
叙
述
に
編
年
体
の
日
本
書
紀
が
下
敷
き
に
使
わ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

人
代
巻
で
書
紀
が
主
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
理
由
を
こ
の
よ
う
に
考
え
る

が
、
で
は
主
た
る
書
き
抜
き
が
〈
帝
紀
〉
的
記
事
に
絞
ら
れ
て
い
る
こ
と
は

ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
載
録
傾
向
が
、
天
皇
の
系
譜

の
み
な
ら
ず
、
宮
や
陵
、
そ
し
て
天
皇
の
死
の
様
子
に
ま
で
及
ん
で
い
る
こ

と
は
先
に
確
認
し
た
通
り
で
あ
る
。
そ
う
し
た
傾
向
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

天
皇
の
世
が
着
実
に
継
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
明
確
に
記
述
し
よ
う
と
す
る

意
志
が
汲
み
取
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
旧
事
本
紀
の
人
代
巻
で

は
、
歴
代
天
皇
の
連
綿
た
る
治
世
の
記
述
が
目
指
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　

な
ぜ
旧
事
本
紀
で
こ
う
し
た
強
調
が
必
要
で
あ
っ
た
の
か
。
今
、
所
謂
氏

文
と
称
さ
れ
る
書
、
例
え
ば
古
語
拾
遺
と
の
比
較
で
考
え
て
み
た
い
。
そ
の

序
に
、国

史
・
家
牒
、
雖p

載w

其
由a

一
二
委
曲
、
猶
有p

所p

遺
。
愚
臣
不p

言
、

恐
絶
無p

伝
。

と
い
う
よ
う
に
、
古
語
拾
遺
は
正
史
た
る
日
本
書
紀
の
遺
漏
を
補
う
と
い
う

立
場
を
基
本
と
す
る
。
実
際
、
本
文
は
細
切
れ
の
場
面
か
ら
構
成
さ
れ
て
お

り
、
日
本
書
紀
の
知
識
な
し
に
は
理
解
で
き
な
い
構
成
で
あ
るＲ
。
換
言
す
れ

ば
、
日
本
書
紀
と
い
う
大
き
な
柱
を
背
骨
に
据
え
る
こ
と
を
序
に
お
い
て
明

言
し
、
そ
れ
を
基
に
自
氏
の
主
張
を
盛
り
込
む
姿
勢
で
あ
る
と
い
え
る
。
古

語
拾
遺
撰
録
の
発
端
は
中
臣
と
斎
部
の
抗
争
に
あ
る
が
、
そ
の
裁
定
に
日
本

書
紀
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
、
そ
の
公
的
な
歴
史
書
と
し
て
の
価
値
が

現
れ
て
い
る
。

　

旧
事
本
紀
は
あ
く
ま
で
聖
徳
太
子
撰
の
本
邦
最
古
の
歴
史
書
と
す
る
立
場

を
と
っ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
書
で
あ
る
以
上
、
古
語
拾
遺
な
ど
の
よ
う
に
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書
紀
を
公
然
と
記
述
の
支
え
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
多
く
氏
文
と
し
て

括
ら
れ
る
が
、
大
き
く
違
う
点
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

旧
事
本
紀
の
目
的
で
あ
る
石
上
神
宮
関
係
記
事
が
集
中
す
る
の
は
巻
五
で

あ
る
が
、
そ
こ
に
記
さ
れ
る
石
上
大
神
の
鎮
座
か
ら
推
古
天
皇
に
至
る
歴
史

を
保
証
さ
せ
る
に
は
、
外
部
の
歴
史
書
に
頼
れ
な
い
以
上
、
旧
事
本
紀
内
部

に
天
皇
の
世
の
継
承
次
第
を
明
確
に
記
す
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

初
代
神
武
の
代
に
石
上
大
神
が
東
征
の
助
力
を
し
、
以
降
歴
代
天
皇
の
重
臣

で
あ
る
物
部
氏
に
よ
っ
て
奉
斎
さ
れ
続
け
て
き
た
と
い
う
の
が
旧
事
本
紀
に

お
け
る
石
上
神
宮
の
位
置
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
応
し
て
人
代
巻
に
は
物
部
氏

を
「
大
臣
」
な
ど
重
臣
に
任
命
し
た
と
い
う
短
文
独
自
記
事
を
載
せ
る
。
し

か
し
代
々
の
重
臣
に
よ
る
奉
斎
と
い
う
構
図
も
、
そ
の
権
威
の
根
源
で
あ
る

朝
廷
が
磐
石
で
な
け
れ
ば
覚
束
な
い
。
日
本
書
紀
以
前
の
書
を
標
榜
す
る
旧

事
本
紀
は
、
そ
の
偽
書
性
の
た
め
に
公
的
な
史
書
に
頼
れ
ず
、
寄
っ
て
立
つ

権
威
を
そ
の
内
部
に
含
み
持
つ
必
要
に
迫
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ

故
、
日
本
書
紀
を
た
だ
漫
然
と
書
き
抜
く
の
で
は
な
く
〈
帝
紀
〉
的
記
述
に

関
心
を
絞
り
、
明
確
な
「
天
皇
家
の
歴
史
」
を
描
こ
う
と
し
た
の
で
あ
るＳ
。

　

独
自
記
事
の
少
な
い
人
代
巻
で
あ
る
が
、
旧
事
本
紀
が
推
古
朝
に
仮
託
さ

れ
た
書
で
あ
る
こ
と
と
連
動
し
、
や
は
り
存
在
す
る
理
由
が
十
分
に
あ
る

巻
々
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　

＊

　

旧
事
本
紀
の
神
武
条
は
、
古
語
拾
遺
の
文
脈
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
即
位
を
以
て
律
令
制
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
がＴ
、
そ
れ
と
同
時
に
宇

摩
志
麻
治
命
が
申
食
国
政
大
夫
に
任
命
さ
れ
る
。
申
食
国
政
大
夫
が
大
臣
・

大
連
の
起
源
で
あ
る
と
い
う
旧
事
本
紀
の
説
明
は
付
会
の
説
に
過
ぎ
な
い

が
、
そ
の
目
的
は
、
初
代
神
武
の
世
に
物
部
氏
が
臣
下
最
高
の
地
位
を
獲
得

し
た
と
主
張
す
る
こ
と
に
あ
ろ
う
。

　

綏
靖
以
下
の
天
皇
条
は
ほ
と
ん
ど
が
書
紀
か
ら
の
抄
録
で
あ
る
が
、
系
譜

を
中
心
に
代
々
の
天
皇
が
着
実
に
天
下
を
治
め
て
き
た
こ
と
を
記
し
て
い

る
。
そ
れ
は
ほ
ぼ
書
紀
の
み
か
ら
の
抄
録
と
す
る
こ
と
に
よ
り
明
確
に
な

る
。
神
武
の
代
で
「
獲
得
」
し
た
物
部
の
高
い
社
会
的
地
位
は
以
後
の
連
綿

た
る
天
皇
の
世
に
よ
り
保
証
さ
れ
、
そ
う
し
た
一
流
氏
族
に
よ
り
石
上
神
宮

は
奉
斎
さ
れ
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

注（
１
）　

今
井
有
順
「
三
部
本
書
辨
」（『
神
道
集
成
』
巻
第
二
、
神
道
大
系
首
篇
所
収
）

（
２
）　

本
居
宣
長
『
古
事
記
傳
』
一
之
巻
（
筑
摩
書
房
版
『
本
居
宣
長
全
集
』
第
九

巻
）

（
３
）　

阿
部
武
彦
「
先
代
旧
事
本
紀
」（『
日
本
古
代
の
氏
族
と
祭
祀
』
二
六
四
頁
）

（
４
）　

本
位
田
菊
士
「
先
代
旧
事
本
紀
の
成
立
│
│
物
部
氏
研
究
序
説
│
│
」（
上
）

（
下
）（『
神
道
史
研
究
』
一
三
‐
二
・
三
、
一
九
六
五
・
三
・
五
）

（
５
）　

本
位
田
前
掲
注（
４
）論
（
下
）、
五
九
頁
。
な
お
工
藤
浩
「『
先
代
舊
事
本
紀
』

人
代
記
事
・「
國
造
本
紀
」
本
文
の
構
成
」（『
古
事
記
受
容
史
』）
が
い
う
よ
う

に
、
旧
事
本
紀
は
対
外
記
事
を
省
略
す
る
傾
向
に
あ
る
。

（
６
）　

神
野
志
隆
光
『
古
代
天
皇
神
話
論
』、
津
田
博
幸
「
日
本
紀
講
と
先
代
旧
事

本
紀
」（『
日
本
文
学
』
四
六
‐
一
〇
、
一
九
九
七
・
一
〇
）
な
ど

（
７
）　

吉
井
巌
「
火
明
命
」（『
天
皇
の
系
譜
と
神
話
』
一
）

（
８
）　

鎌
田
純
一
『
先
代
舊
事
本
紀
の
研
究　

校
本
の
部
』
で
も
、
巻
七
〜
九
で
は

ほ
ぼ
書
紀
が
引
用
元
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
人
代
巻
が
多
く
書
紀
の
抄
録
で

あ
る
と
い
う
通
説
に
対
し
、
旧
事
本
紀
の
人
代
巻
を
書
紀
の
粉
本
で
あ
る
と
す

る
説
も
あ
る
（
最
近
で
は
Ｇ
・
Ｗ
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
「
舊
事
本
紀
攷
│
│
日
本
書

紀
の
草
稿
と
思
は
れ
る
同
書
巻
七
、
八
、
九
に
つ
い
て
│
│
」『
東
洋
学
報
』
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四
一
‐
一
、
一
九
五
八
・
六
、
神
田
秀
夫
「
先
代
旧
事
本
紀
を
め
ぐ
っ
て
」『
記

紀
論
集
』
な
ど
）
が
、
坂
本
太
郎
が
説
く
よ
う
に
、
書
紀
│
旧
事
本
紀
の
先
後

関
係
は
や
は
り
動
か
せ
な
い
（「
古
典
の
研
究
に
つ
い
て
」、
坂
本
太
郎
著
作
集

第
四
巻
『
風
土
記
と
万
葉
集
』）。

（
９
）　

工
藤
前
掲
注（
５
）論

（
10
）　

坂
本
前
掲
注（
８
）論
、
二
四
九
頁

（
11
）　
「
先
帝
時
の
立
太
子
」
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
孝
昭
・
孝
安
・
孝
霊
・
孝
元
・

開
化
・
景
行
の
各
天
皇
に
つ
い
て
書
き
抜
か
れ
て
い
な
い
。
以
下
同
様
に
、「
先

帝
崩
」
は
孝
昭
・
孝
安
・
孝
霊
・
孝
元
・
開
化
・
景
行
・
仲
哀
、「
皇
子
女
」

は
神
武
、「
享
年
」
は
綏
靖
・
安
寧
・
神
功
の
各
天
皇
に
つ
い
て
、
書
紀
か
ら

の
引
用
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
要
素
が
採
用
さ
れ
て
い
な
い
理
由
は
不
明

で
あ
る
が
、
他
の
天
皇
に
つ
い
て
は
書
き
抜
か
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

全
体
の
方
針
と
し
て
は
記
す
こ
と
に
意
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
12
）　

津
田
左
右
吉
『
日
本
古
典
の
研
究
』
や
武
田
祐
吉
『
古
事
記
研
究
一 

帝
紀

攷
』、
倉
野
憲
司
『
古
事
記
論
攷
』
な
ど
に
よ
っ
て
、「
帝
紀
」
を
系
譜
的
記
事
、

「
旧
辞
」
を
物
語
的
記
事
と
す
る
論
が
展
開
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
「
帝
紀
」・「
旧

辞
」
論
は
研
究
史
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
が
、
最
近
で
は
批
判
さ
れ
て
い
る

（
神
野
志
『
古
事
記
の
達
成
』
な
ど
）。
本
稿
で
は
便
宜
上
、〈
帝
紀
〉
と
表
記

す
る
こ
と
で
こ
の
用
語
を
用
い
る
。

（
13
）　

孝
霊
と
允
恭
の
宮
だ
け
は
例
外
的
に
記
さ
れ
て
い
な
い
。
書
紀
に
お
い
て
、

通
常
で
は
即
位
後
に
宮
は
記
さ
れ
る
が
、
孝
霊
は
即
位
前
紀
に
宮
が
記
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
特
異
性
の
故
に
記
し
漏
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
允
恭
は
、
書

紀
で
唯
一
宮
都
の
位
置
に
関
す
る
言
及
が
な
い
天
皇
で
あ
り
、
旧
事
本
紀
は
記

載
の
な
い
書
紀
の
状
態
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
と
思
わ
れ
る
。
景
行
・
仲
哀
・

神
功
な
ど
、
各
地
に
宮
を
営
ん
だ
と
す
る
天
皇
に
つ
い
て
は
、
そ
の
全
て
の
宮

を
網
羅
し
て
は
い
な
い
が
、
こ
う
し
た
天
皇
に
つ
い
て
は
代
表
的
な
宮
を
抜
き

出
す
と
い
う
方
針
で
あ
っ
た
と
受
け
と
め
ら
れ
る
。

（
14
）　

同
様
の
例
は
、
応
神
条
の
「
元
年
春
正
月
丁
亥
朔
、
皇
太
子
尊
即w

天
皇
位z

都w

軽
嶋
地z

謂w

豊
明
宮z

」
と
あ
る
記
述
に
求
め
ら
れ
る
。
傍
線
部
は
応
神

紀
に
は
見
ら
れ
な
い
。

（
15
）　

同
様
の
例
は
、
清
寧
条
の
「
母
曰w

葛
城
韓
媛z

葛
城
円
大
臣
之
女
也
。」
や
、

安
閑
条
の
「
母
曰w

目
子
媛z

即
尾
張
連
草
香
之
女
也
。」
に
も
見
ら
れ
る
。

（
16
）　

分
注
が
本
文
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
例
で
は
、
仁
賢
后
の
「
前
妃
春
日
大
娘

皇
女
立
為w

皇
后z

大
泊
瀬
天
皇
娶w

和
珥
臣
深
目
之
女
童
女
君q

所p

生
也
。」

と
い
う
例
を
挙
げ
る
こ
と
も
で
き
る
。

（
17
）　

御
巫
清
直
『
先
代
舊
事
本
紀
析
疑
』（
神
道
大
系
『
先
代
旧
事
本
紀
』
所
収
、

四
五
〇
頁
）、
天
理
圖
書
館
善
本
叢
書
『
先
代
舊
事
本
紀
』
の
横
田
健
一
に
よ

る
「
解
題
」
二
三
頁
参
看
。
ま
た
、
神
功
摂
政
前
紀
と
開
化
記
の
記
述
で
は
世

系
数
が
異
な
る
（
本
居
宣
長
『
古
事
記
傳
』
二
十
二
之
巻
、『
本
居
宣
長
全
集
』

第
十
巻
、
五
五
〇
頁
）
が
、
旧
事
本
紀
の
世
系
数
は
古
事
記
の
そ
れ
と
一
致
す

る
。

（
18
）　

人
代
巻
で
古
事
記
に
依
拠
し
た
と
見
ら
れ
る
箇
所
と
し
て
、
他
に
成
務
条
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
（
鎌
田
前
掲
注（
８
）書
、
二
三
五
頁
、
工
藤
前
掲
注（
５
）論

参
看
）。
ま
た
履
中
〜
雄
略
条
に
お
い
て
、
享
年
や
陵
墓
な
ど
に
つ
い
て
も
古

事
記
と
の
近
似
を
見
せ
て
い
る
が
、
な
ぜ
こ
れ
ら
の
天
皇
記
事
の
み
が
集
中
し

て
古
事
記
の
記
述
と
接
近
し
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
19
）　

人
代
巻
に
お
い
て
、
矢
田
部
氏
関
係
の
特
異
な
記
事
は
、
他
に
仁
徳
八
十
二

年
条
、
推
古
二
十
二
年
・
二
十
三
年
条
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
物
部
の
同
族

で
あ
る
矢
田
部
氏
を
特
記
す
る
意
図
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
数
あ
る

物
部
氏
の
同
族
の
中
で
な
ぜ
矢
田
部
氏
の
み
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
か
は

別
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
当
該
崇
神
六
十
年
条
は
、
続
く
旧
事
本
紀
独

自
の
六
十
五
年
条
に
「
六
十
五
年
春
正
月
、
武
諸
隅
命
為w

大
連z

物
部
氏
祖

4

4

4

4

。」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
再
録
意
図
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
20
）　

工
藤
前
掲
注（
５
）論
、
六
七
頁

（
21
）　

天
孫
本
紀
の
系
譜
に
お
け
る
始
祖
が
「
天
照
国
照
彦
天
火
明
櫛
玉
饒
速
日

尊
」
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
旧
事
本
紀
で
は
物
部
氏
祖
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
と
尾
張

氏
祖
ア
メ
ノ
ホ
ア
カ
リ
は
習
合
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
天
皇
本
紀
の
当
該

条
が
日
本
武
尊
の
死
地
を
独
自
に
尾
張
国
と
す
る
背
景
を
な
し
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

（
22
）　

坂
本
前
掲
注（
８
）論
、
二
四
九
頁
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（
23
）　

矢
嶋
泉
「『
古
事
記
』
中
・
下
巻
の
反
乱
物
語
」（『
日
本
上
代
文
学
論
集
』）

（
24
）　

后
の
死
に
伴
っ
て
新
た
に
立
后
さ
れ
た
場
合
、
書
紀
か
ら
載
録
さ
れ
る
傾
向

に
あ
る
（
景
行
・
仁
徳
・
履
中
条
参
照
）。
后
に
つ
い
て
の
記
述
も
ま
た
、
天

皇
の
系
譜
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。

（
25
）　

崇
峻
即
位
前
紀
に
は
穴
穂
部
皇
子
に
よ
る
内
乱
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

事
件
は
旧
事
本
紀
に
お
い
て
は
、「〈
用
明
天
皇
〉
二
年
夏
四
月
癸
丑
、
橘
豊
日

天
皇
崩
。
于p
時
穴
穂
部
皇
子
等
謀
反
矣
。」（
崇
峻
条
）
と
の
み
あ
る
。
こ
こ

に
穴
穂
部
皇
子
の
名
は
見
え
る
が
、
も
う
一
人
の
主
役
で
あ
る
物
部
守
屋
に
つ

い
て
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
や
は
り
物
部
に
と
っ
て
不
利
な
出
来
事
は

記
さ
な
い
方
針
が
見
て
取
れ
る
。
し
か
し
住
吉
仲
皇
子
の
乱
は
事
件
自
体
が
記

さ
れ
な
い
一
方
で
、
穴
穂
部
皇
子
の
乱
は
相
当
省
略
さ
れ
て
で
も
記
さ
れ
て
い

る
の
は
、
石
上
神
宮
が
関
係
し
て
い
る
か
否
か
の
違
い
に
あ
る
と
考
え
る
。

（
26
）　

推
古
条
に
は
聖
徳
太
子
関
連
記
事
が
多
く
書
き
抜
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も

太
子
を
撰
録
者
と
す
る
旧
事
本
紀
の
立
場
か
ら
来
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
27
）　

新
撰
日
本
古
典
文
庫
『
古
語
拾
遺
・
高
橋
氏
文
』
の
「
解
説
」
に
、
古
語
拾

遺
の
神
代
の
記
載
は
多
く
書
紀
の
内
容
に
酷
似
し
て
お
り
、「
そ
の
意
味
で
は
、

序
文
に
言
う
「
国
史
」
を
基
礎
に
し
て
記
載
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
ず

間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
」（
九
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
28
）　

津
田
博
幸
前
掲
注（
６
）論
は
、
旧
事
本
紀
の
神
話
部
分
が
古
事
記
や
日
本
書

紀
、
古
語
拾
遺
を
網
羅
的
に
つ
ぎ
は
ぎ
し
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
、「
聖
人
の

撰
ん
だ
最
古
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
以
上
後
続
の
テ
キ
ス
ト
す
べ
て
の
粉
本
た
り

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
」
か
っ
た
た
め
と
述
べ
て
い
る
（
六
四
頁
）。
旧
事
本
紀

自
体
の
偽
書
性
の
自
覚
が
本
文
の
編
述
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
す
る
点
、

共
感
を
覚
え
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
神
話
部
分
の
網
羅
的
な
つ
ぎ
は
ぎ
も
や
は
り

旧
事
本
紀
の
主
題
で
あ
る
石
上
神
宮
の
権
威
を
主
張
す
る
た
め
に
と
ら
れ
た
手

段
で
あ
る
か
と
考
え
て
い
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
29
）　

工
藤
「
天
富
命
│
│
『
古
語
拾
遺
』
の
忌
部
氏
系
譜
と
祭
儀
│
│
」（『
古
代

文
学
の
思
想
と
表
現
』）
二
一
二
〜
二
一
三
頁

※
先
代
旧
事
本
紀
は
鎌
田
純
一
『
先
代
舊
事
本
紀
の
研
究 

校
本
の
部
』、
古
事
記
・

日
本
書
紀
は
日
本
古
典
文
学
大
系
、
古
語
拾
遺
は
岩
波
文
庫
に
よ
っ
て
引
用
し
た

が
、
字
や
句
読
点
、
返
点
を
一
部
改
め
た
。
ま
た
音
注
は
省
略
し
、
分
注
は
〔　

〕

に
入
れ
た
。
引
用
中
の
〈　

〉
内
は
稿
者
注
。

新　

刊　

紹　

介

高
松
寿
夫
著

『
上
代
和
歌
史
の
研
究
』

　

本
書
は
早
稲
田
大
学
に
受
理
さ
れ
た
著
者
の
学

位
論
文
で
あ
る
。
本
書
の
主
眼
は
上
代
和
歌
の
あ

り
様
を
ひ
と
つ
の
「
流
れ
」
と
し
て
捉
え
よ
う
と

す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
内
容
も
第
一
部
「
初
期
万

葉
」、
第
二
部
「
人
麻
呂
と
そ
の
周
辺
」、
第
三
部

「
律
令
制
安
定
期
の
和
歌
」、
第
四
部
「
聖
武
即
位

と
行
幸
従
駕
歌
」、
第
五
部
「
上
代
和
歌
の
終
末
」、

第
六
部
「
結
論
に
代
え
て
」
と
史
的
展
開
の
順
に

沿
っ
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
。『
万
葉
集
』
全
て

の
時
代
区
分
に
わ
た
る
個
々
の
作
品
・
作
者
を
と

り
あ
げ
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
精
緻
な
論
が
い
く
つ

も
積
み
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
全
体
と
し
て

上
代
和
歌
史
の
展
開
が
ひ
と
つ
の
軌
跡
と
な
っ
て

描
き
出
さ
れ
る
と
い
う
、
非
常
に
重
厚
な
構
成
を

も
つ
研
究
書
と
な
っ
て
い
る
。
上
代
和
歌
か
ら
王

朝
和
歌
へ
の
展
開
ま
で
視
野
に
い
れ
ら
れ
て
お

り
、『
万
葉
集
』
を
研
究
す
る
者
は
言
う
に
及
ば

ず
、
広
く
和
歌
に
関
心
を
持
つ
す
べ
て
の
者
に

と
っ
て
必
読
の
書
で
あ
る
。

（
二
〇
〇
七
年
三
月　

新
典
社　

Ａ
５
判　

五
五

六
頁　

税
込
一
四
七
〇
〇
円
） 

〔
藤
澤
友
祥
〕


